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熖ס墄؅僶ص٭ق׳ 
A part wants me to die 

 
この記事は、cleanlanguage.com/a-part-wants-me-to-die （James Lawley）の翻訳です。 

 

＜翻訳者付記＞ 

• （）で言葉を補っている箇所があります。 

• 日本語で理解しやすいことを優先して翻訳しています。そのため、直訳すると

わかりにくいと判断した部分は、意図が残るように注意して抄訳もしくは意訳

しています。（「言葉の機能を優先して翻訳してほしい」が著者の希望でもある

ため、著者了解済みです） 

 

以下の注釈付き記録は、ウクライナの心理学者と心理療法家のグループの中で行ったクリーンラン

ゲージとシンボリック・モデリングの１４回目の公開デモンストレーションのセッション記録です。セッ

ションのクライアントは、ウクライナの心理学者と心理療法家グループの中のメンバーです。 

このグループは、戦争によるトラウマが継続的に続いている中、自分自身とクライアントを支援する

ためにクリーンなアプローチを活用したいと考えています。過去の３年間で、このグループとのセッ

ションは、トレーニング、実際のクライアント事例のスーパービジョン、そして参加者のライブ・ファシ

リテーションを組み合わせた形へと発展してきました。 

今回のウェビナーでは、「パーツ・ワーク」に対する私たちのアプローチを紹介し、その後、デモンスト

レーションと短い振り返りを行いました。 

このデモンストレーションの記録には注釈が付いています。そこでは、いつどこで、どのクリーンラ

ンゲージの質問を問いかけるかを決定する際に考慮した点を示しています。 

このセッションには、クライアントの次のような状態に対して、ファシリテーションをどのように行っ

たかを示す興味深い特徴がいくつか含まれています。 

• 複数のパーツ（ペルソナ）を持っている。 

• 記憶・物語・反応・洞察が入り混じっている 

• 「ママがいないと生きていけない」と感じ、死にたいと思っている子どものパーツ 

 

րص٭قցסؠ٭٠סכ㵵⪌ 
みなさん、こんにちは。今回のウェビナーはキプロス島から配信しています。そのため、珍しいこと

に、ウクライナにいる皆さんと同じタイムゾーンにいます。 
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アンナ（Anna Stativka）が今日のテーマとして、興味深いテーマを提案してくれました。それは、

「クリーンランゲージをパーツワークの中でどのように使うか」です。 

ほとんどの心理療法の方法には、「パーツ」や人の一部と向き合う考え方が含まれています。もちろ

ん、ジークムント・フロイトはイド、自我、超自我の概念を提唱しました。交流分析では、親・大人・子ど

もというパーツが使われています。ゲシュタルト療法のフリッツ・パールズは、トップドッグとアンダ

ードッグの概念を持っていました。カール・ユングは元型（アーキタイプ）を提唱しましたが、これも

一種の「パーツ」と考えることができます。そして、近年人気が高まっている手法として、インターナ

ル・ファミリー・システム（IFS）があります。これは、人が扱うさまざまな「パーツの家族」の概念を含

むアプローチです。 

みなさん、これらの「パーツ・ワーク」のいくつかに馴染みがあるのではないかと思いますが、いかが

でしょうか？ 

［（参加者から）ノンバーバルで同意あり］ 

今日登場する事の中で最も役に立つものは、おそらく「パーツ」に対する私たちの考え方をお知りに

なることかもしれません。というのも、今、述べたいくつかの方法とは違う考え方のものだからです。 

まず認識すべきことは、「パーツ」という発想がメタファーだということです。 

人間には、パーツ（部分的なもの）はありません。人間は全体的なもの（whole）です。しかし、自分の

さまざまな側面について語るのには「パーツ（一部）」は便利な方法です。私たちの手法では、「パー

ツ」を「意図を持つシンボル（象徴）」として扱っています。 

何らかのシンボルは、ただその何らかをシンボル化（象徴化）したものにすぎません。シンボル達は

クライアントのメタファー・ランドスケープの中に登場しますが、「何かしたい」と望んではいません。

ある時には、「石」はただの石です。 

けれど「何かが起きることを望むシンボル」もあります。そのようなシンボルは、クライアントのシス

テムの中で、すでに活発な役割を演じているか、もしくは、演じたいと望んでいます。私たちは、そ

のようなシンボルのことを、「知覚者（perceivers）」と呼んでいます。知覚者は、メタファー・ランドス

ケープの中で知覚することができ、何かが起きることを望みます。 

その意図を持ったシンボルが、「パーツ」に「最も近い」ものだと考えられます。つまり、知覚者

(perceiver)の種類は非常に幅広いのです。子どもや親、モンスターといった一般的なペルソナだけ

ではありません。（メタファー・ランドスケープの中では）、物体や身体の部位などにも感情や思考が

あったり、何かが起きることを望んでいたりすることがあります。私たちはそういったモノも「知覚

者」だと捉えています。 

私たちは、それらをパーツとは考えていません。「意図を持つシンボル」だと考えています。例えば、

もしもクライアントがこう言ったとしましょう。 
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「洞窟があります。暗いんです。それで、暗闇が怖がっています」 

私たちは、クライアントが「私のインナーチャイルドが怖がっています」と言ったときと同じ方法で、

この「暗闇」を取り扱います。 

また、もしもクライアントが「葛藤中なんです。片方の手はこれが欲しい、もう片方の手はあれが欲し

いんです」と言ったとしましょう。私たちは、その「手」を取り扱います。「批判的なパーツ」、「遊びに

満ちたパーツ」というような、より伝統的なパーツを使ってクライアントが葛藤をシンボル化した時

と同じように扱います。 

ここまでお話ししたことが最初に考慮する必要があることです。 

二つ目です。私たちは、すべてのパーツを平等に扱います。クライアントがそのパーツを良いものと

考えていようが、悪いものだと考えていようが、また、そのパーツのことをポジティブと考えていて

も、ネガティブと考えていても。また、そのパーツが、クライアントに親切でも、クライアントを傷つけ

ていても、パーツがクライアントに痛みを与えていようが、どのパーツも、同じクリーンランゲージの

質問を問いかけられることになります。 

私たちはクライアントに「２つのこと」をしてもらうよう、ファシリテーションします。 

１つ目は、シンボル/パーツが何らか形を持つようにすること。できれば場所も。 

２つ目は、シンボル/パーツの「起きてくれたら好いこと」（シンボル/パーツの望み）を明らかにする

こと。 

そして、３つ目のポイントがあります。 

パーツが１つだけということは決してありません。いつでも、互いに関係し合う２つ（以上のパーツ）

が必要なのです。最低２つです。クライアントが二つの隔たっている部分を想像するとしたら、その

隔たりは、クライアントがパーツを 2つ生み出すことを意味しています。 

そして、その２つのシンボル/パーツには、常に何らかの関わりがあります。シンボル/パーツ同士が

相互作用していたり、もしくは、ただ単に互いの存在を知っていたりするなら、両者には関係性が

あるでしょう。 

私たちは、クライアントが、「パーツ同士の関係性も含めた内的世界やメタファー・ランドスケープ」

に意識的になれるように、また、「（パーツ同士の）関係性そのもの」に意識的になれるように、ファ

シリテーションします。 

そして、クライアントがそうできるとしたら、それは、（その２つのシンボル/パーツがあるのとは）別

の場所からその２つのパーツを観察している「第３の知覚者」がいることが前提になります。つまり、

クライアントはこの時点で、より高次で包括的なレベルで作業をしていることになります。 
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その後、私たちは、クライアントに以下のようなことを問いかけます。 

「そして、（その状態）の時、あなたは何が起きてくれたら好いのでしょう？」 

クライアントの中には、「自分自身のある部分を取り除きたい、もしくは、消滅させたい」と考えてい

る人もいます。しかし、それが実現できるのはまれです。 

例えば、あるクライアントは批判的なパーツを窓から投げ捨てたいと望んでいました。 

私たちは問いかけました。 

「そして、あなたには、その窓から、その批判的なパーツを投げ捨てることができますか？」 

クライアントは言いました。「はい」 

「そうすると、何が起きますか？」 

批判的なシンボル/パーツは、窓から投げ捨てられ、地面に衝突して死んでしまいました。クライアン

トは「そのシンボル/パーツは死んだ、もしくは、死んだに違いない」と考えました。ところが５分後、

その批判的なパーツは、批判しながら戻ってきて、セッションの間中、クライアントを批判し続けたの

です！ 

そのパーツ自身の立場からしてみれば、批判的なパーツもある重要な役割を果たしているのです。

ですから、批判するのをやめることも、消滅することもありません。 

パーツを消滅させたり消し去ったりするより、パーツが他の何かに変化する方がより一般的です。

シンボルの形が変化すれば、位置や働きも変化します。そうすると、シンボルとクライアントの関係

性は変化します。 

これが、シンボル/パーツの意図や目的、その働きをはっきりさせることが重要な理由です。そして、

このことは、「クライアントは様々なことを発見することがある」と意味しています。 

だからこそ、それぞれのシンボル/パーツの働きや目的、そして意図を見つけ出すのが重要なのです。

それは、時には、クライアントが難しいことを発見することもあることを意味します。恐ろしく厄介な

ことをしたがるパーツもあるのです。ですが、私たちは、どちらの側にもつきません。たとえクライア

ントが、「あるシンボルより他のシンボルを選びたい（優先させたい）」と望んだとしても、私たちが

そうすることはありません。 

私たちのやり方は、何かを起こそうと試みたり、いくつかのパーツを統合させようとしたり、葛藤を

解消しようとしたりするものでありません。そうではなく、クライアントが「自分のシステムが、今、ど

のように動いているのか」、「自分はシステムがどのように働くのを好むのか」を理解するのをサポ

ートします。そして、その後に起きることを見守ります。 



cleanlanguage.com/a-part-wants-me-to-die  James Lawley 

©The Developing Company 2025 All rights reserved 
翻訳：石井ゆかり（Yukari Ishii） 
 

5 

私たちは、「メタファー・ランドスケープの中で自発的に変化する何か」をひたすら待ち続けます。そ

れは、クライアントが「（クライアント自身の）メタファー・ランドスケープからのフィードバック結果」

を得ることでもたらされるものです。その後に私たちはその変化とのワークに取り組み、その変化

がどうなるのかを見届けます。最終的にどうなるのかは、私たちには全くわかりません。 

［ペニー］ 

モンスターに追いかけられていたあるクライアントのことを思い出します。そのモンスターは彼女を

何年の間、追いかけていました。彼女は、モンスターを追い払うためにやれることは全部やったんで

す。（でも追い払えなかったんです。）というのも、そのモンスターは彼女を捕まえて傷つけると決意

していたからです。 

私は問いかけました。「そして、そのモンスターのその決意は、どんな決意なんでしょう？」 

この質問は、モンスターに向けてのものでしたが、クライアントのシステムは「決意」に関するクライ

アント自身の経験にアクセスしました。そして、クライアントは言いました。「それは強い決意です。容

赦ない決意です」 

「そして、その決意はどこにありますか？」 

彼女は言いました。「［体を触りながら］ここにあります」 

その瞬間、クライアントはモンスターの視点を手に入れたのです。それで、私たちは「ここ」の形や大

きさを展開し、メタファー（に変換できるよう）に展開し始めました。クライアントは、「そのような決

意こそが、自分が人生全てにおいてずっと必要としていたものだ」ということに気づきました。 

そして、彼女はこう言いました。「モンスターがいつでも私を追いかけるのも無理はありません。だっ

て、モンスターは、私には自分が必要だと知っていたのだから」 

この例が示しているのは、みなさんにはシンボルの意図を予想できないということなんです。もし

もそうできるなら、すでにクライアントはモンスターを取り除いていたことでしょう。・・・ですが、幸

い、彼女のより広い（視野を持つ）システムが、クライアントの望みよりも賢かったのです。 

 

 

 

どなたか、「パーツ」をどのように取り扱うかをお見せするワークにお付き合いいただけますか？普

段は決して聞きませんが、デモンストレーションのためにお聞きします。私たちと一緒に取り扱って

みたいパーツをお持ちの方はおられますか？ 

［有志の参加者が名乗りでる］ 
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注：  

 

C：クライアント F：ペニーまたはジェームズ 通訳：アンナ（Anna Stativka） 

 

デモンストレーション中、ファシリテーター側から導入した言葉は、以下を見分けやすくするために、

太字文字で表示しています。 

1. 言葉の出所：ファシリテーターなのか、クライアントなのか。 

2. クリーンランゲージの質問形式 

 

注釈中の「プロブレム」「レメディ」「アウトカム」の意味は、PRO モデルの定義に添います。 

PROモデルについて、詳しくはこちら（日本語）：https://www.clean-
wiki.com/post/coaching-for-pros 

 

 ٤٘بشج
 

ꯂ樑 氦鎇 嫰ꃿ 
1F עךյֵֿגם⹦׽䣽ַ־׌ך⛰עס׵ַגֵ

 ־׌ךַג׊ؠ٭٠כ⛰עגם
通常の始まりの質問ではありませ

ん。トピックが「パーツを取り扱う」

と予告されていたため。 

2C 熖ע⹿ׂס׼־蝀諰؅䥚ֻ׌ױַיնא׵ךױ׿׆
מדױյַ׵ךնג׊ױ׀י׊עכֹ׵磝׽⹦מ׿
蝀諰ֿ䢙׌ך؆׾ׂיזնס׆蝀諰עյㄨ㜊כ笋ֿ
 ն׌ױַיז
䇗♓┕磬ֿ׌ױהյ夳ֿ◥ׂג׊ױ׽םն夳ע냕
룻׌ך؆גזדն僃䏲ס┉䇗յ夳ס檪敯עꪜ䅻מ䖾
ם哧ע榟☔סյ夳׼־杼榺ס┕ն⢸䉓ג׊ךס׵ַ
 նג׊ך؆׎ױ׽ֵעךס׵
熖עյㄨֹ嶖⤓כ׾ַי׀ךע䓙׌ך؆גַיזն
夳ׂם׵ױע鵧׊ֹױ׊יזյ舅⮆ס׆מך׌עㄨ
㜊؅⹨ׄ⪌כ׾ַי׿䓙׌ך؆גַיזնֿ׌ךյ

クライアントから多くの情報が提供

されました。この経験に彼女が与え

た名前は「葛藤」 

 

訳註： 

セッションの性質上、以下の言葉を翻訳し分けています。 

「ママ」：原文mom  「お母さん」もしくは「母親」：原文mother 
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ն舅⮆ֿ舅䄕滭㙗氳׌ך؆גַטյ妳י׊ׂ׼ף׊
⢸䉓敯䛜ס⮆յ舅׼־׿אյכ׆ג״㡎׊؅כ׆ם
 նמכ׆׾ַי׊䑴⹚מㄨ㜊׵
蝀諰מؠ٭٠סכ⹦׽磝ײ㡎כ׾ײי״յ舅⮆ס╈
ׂםם墄׵յ熖׼ד؆յրֿُُ墄ֿص٭ق׾ֵס
םֿُُص٭قסאյ׽ױחց٬٬٬ַםַׄ׶ה
ג׊؅氦釤ס׾ַי縒ֻכד耆⺎┘עס׾׀榟ך׊
 ն׌ך؆
㯸עמն熖׌ױַיזֿג׀յ榟עص٭قס☽סא
ך؆ַגַי׀榟עն熖׌ױַ׵ն㰪׌ױַֿ❠
յ׼־׌ךն׌ױ׽銶槆ֵֿס؆׈ׂגעמն熖׌
٭قס־׮סאն׌ך؆םյ⹚㵚עص٭قס☽סא
ױַך؆؅僶כ׆׾׌榟ֿ禆禈☔סյ熖עהגص
ס׆յع٭قס׆׾ַי׊כյ☪յ鏤؀ֹ׵ךն׌
鏨㲔塜泡י؆ם׾׀榟ך׊םյُُעع٭ق
/honestכַם׶׋䓙׌ך؆׾ַיזնיזדյ
ֿُُ墄؆כ׼־ד؆גז׶׋ն׼־דյ舅⮆׵墄
 ն׌ך蝀諰ֿ׿׆յ׽ױחնַםַׄ׶הׂםם

3F ל׮׾םնך׿אյסא蝀諰ֵֿ׾侇յֵעגם⛰
ֿ颯׼ג׿ׂי׀㞐ַֹ׺׊ךס 

現在の状況をふまえた上で、望むア

ウトカムへと誘う。 

4C 熖ע墄ֿص٭قס׆׾ַיזֿגמ㞐כד؆ם׀䓙
׼׵י״׷؅ס׾ֿגמյ墄מص٭قס׆ն׌ױַ
׾ַך؆׊䗉׵יכ䏘㝵ֿעն熖׌ך؆ַגַ
׆גזדㄨ㜊ם׀㛻יזכמյ䏘㝵׼־׿אյכ׆
قס׆յ熖ֿמ侇⺱׼־׿אն׌ױַי׊杼鉮עכ
⮆յ舅יזדյُُעסַגַ׼׵י׊杼鉮מص٭
ֿ墄؆יזַכ׼־ד熖ךױמ墄؆כַגַ׼׵ך
 նכ׆ַםַך؆僶ע
䍚ַ׵יכעמص٭قס׆׾ֵמ╈ס⮆յ舅ֿ׌ך
鑜杼氳ע׿אյיזidentificationֵֿ׽؂ד׆
׶׋؆ַם鑜杼ֿעמص٭قס׆ն؆׎ױ׽ֵעך
 ն׌ױ䓙ַכ־ַם

クライアント供給のレメディ：「（パー

ツに）死にたがるのをやめてもらい

たい」 

5F ל׮׾םնך׿אյֵמص٭قעגם墄ס׾ֿגמ クライアントが示した最初の場所
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؆յֿُُ墄ך׿אյי׊אնַגַ׼׵י״׷؅
מ׽גֵסלעص٭قסא ם耆⺎┘עס׾׀榟׼ד
 ס׾ֵמ׽גֵסלעص٭قסא־׌ױ׽ֵ

「自分の中」を追いかける。 

6C עع٭قס׆յ熖ס둎㶾כ╈סյ翹ס╈յ׼־׿א
 ն׌ױ׽ֵֿ־⛰מレסյ熖׆׆ע־חַׂ

 

7F 둎㶾ס╈յ翹ס╈յי׊אյレն 
ס翹סגםյֵ╈ס둎㶾סגםֵֿ׿אյי׊א
╈յֵסגםレ׾ֵמ╈ס侇յמص٭قסא㛻׈׀
 ־׌ױ׽ֵע䎬׷

クライアントがこのパーツに形があ

るかどうか注目するように誘う。 

これは、文脈的にクリーンな質問で

す。居場所があるモノは、高い確率

で、大きさや形を伴い、空間を占有

している可能性があります。 

8C ַעն㛻ע׈׀յַ׼ׂ׿׆ך٭ٔزتؘة炐
 ն؆׎ױ׽־؂ע䎬׌

 

9F עמ׿אյ㛻׈׀؅٭ٔزتؘة⫋杯׾׌ֵֿ
╈סյ둎㶾յ翹յレ׾ֵמ׆אע׿אյי׊אն׾
׈׀㛻סאיזֵמ׆אֿ׿אյי׊אն׾ֵמ
׀כסյ׌ױ׽ֵ־⛰מ☽יַחמص٭قסא
 ־

 

10C עص٭قסא䚉䗯氳ךյ艄㝭׌ױַי׊ն٬٬٬艄
㝭יׂםעךյㄎםֹ׻סצ艄㝭יׂםעךյֵ׾
牊ס┘㱦ն 

 

11F י׊אյעص٭قסא䚉䗯氳յ┘㱦ך艄㝭ַי׊
גםֵֿص٭قסאעגםյֵך׿אյי׊אն׾
י׊מֹ׻סל؅כ׆ַםׂגַ׼׵יַי׀榟מ
湳־׌ױ׽ֵ؅׿איז׷ֹלעגם湳׊ךס׾
 ֹ׺

パーツの望み「私に生きてもらいた

くない」の根拠（エビデンス）に、クラ

イアントが注目するように誘う。 

この質問は、文脈的にクリーンな質

問です。なぜなら、クライアントに

は、「そのパーツにとっては、この発

言は真実である」ことを知る方法が

何かあるはずだからです。 

12C 熖ֿյֿص٭قסא榟؅כ׆ַםׂגַי׀湳׾亠
嫎նעص٭قסאյׇׂ׌䗉׌ך؆ַ׊ն٭قסא
מյ㲔꤀יַך؆؅僶כ׆׾ַי⛍מյُُעص
熖ס☽؅ص٭قס䷍䱡׌ך؆׾׌նסַֹכ
־גזױ橺檛䖱ֿ㡎⩤סյ熖מ䏲ד؆յֿُُ墄׵
־׀⥸מّطتب橺⩤סյ熖ֿص٭قס׆ն׌ך׼
䷍؅ס׵ם僗㲹ס׼־յ㛙鼧ֿّطتبյ⩥橺יׄ
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䱡יׂםעךס׾׌յ熖舅骰ס骰⛮؅䷍䱡ֹ׻׾׌
סאյמ׿אն׌ך؆׾釤ֻמֹ׻׾ַיׄ⺸☼מ
׾釤ֻמֹ׻ס❠㯸ם׈㵸םؠشٛطتكעص٭ق
鐍ֿע❠㯸ס׆յ٭ٛطتكס׆յי׊אն׌ך؆
ס׵סյ⼽㍱דגն؆׎ױ׊銧ֹֽֿ繰؅鞚כ؆ם
؅⪒鼧滭㙗׌ך؆׾ַי׊ն 

13F עص٭قסא㵸ם׈㯸❠מֹ׻ס釤ֻ׾նי׊אյ
 ֹ׺׊ך؆םַ׼塶ׂ⛰ע❠㯸ם׈㵸סא

「小さな子供」というメタファーに注

目する。この質問は、「文脈的にクリ

ーンな質問」です。子供には年齢が

あるからです。 

14C 塶־塶׌ךն  

15F 塶־塶նֹ؆նי׊אյ塶־塶ֿٛطتك
 ֹ׺׊ךס׾ַי؅浓⛰ע塶־յ塶׀כס٭

［セッション後のディスカッションを

参照］ 

16C ֿة٭ْؕסח㚺מ׾؂ֿ׾؂宯׌ױצ־ն랋荇
 ն־冻┉ص٤قյ־׾ַי؅浓تٝغַ

 

17F ֿْؕة٭㚺׾؂ֿ׾؂նC:ַעי׊אյ塶
׊אյַ׊䗉׵יכյי׊אյ٭ٛطتكע塶־
侇םֹ׻סא冻յ┉ص٤ق־تٝغյ랋荇ַי
whenյס٭ٛطتكסא䏲מ⛰ֿ颯׌ױ׀
 ־

子供のヒステリーは、永遠には続か

ないことが多いです。「ヒステリー」

の後、「子供」のシンボルはどんな状

態になるのでしょう？ 

18C 㯸❠ך׿⮉٭؟ٜؾؙעյ舅⮆מ٭ٛطتكס檄׿
նַגַ׼׵י״׊׀䥚מ־յ鐍י׊אն׌ױַי
אն׌ך؆ַם׼־؂ֿ־ס׾鐍ַֿמ׆אյ׵ך
յי׿檄׵יכדגע❠㯸סאյךַ׎סאյי׊
洣׌ױַױ׊יזնך׿אյ☪յ熖עס׾־؂מյ
׶הֵףֽכն撜כ׆׾ַֿ☔ס־☔⛰עמ׽⼽
؆նי׊אյ☔榟ס׆ס侇僿מյע׿׆杯㲔ס敯媲
侇גזד䇗ꮽס׆ն熖ֿג׊ױ׽ֵמ儖䎎י׊כ
׈ׂם⧙⛷յ秴䓦⪌ꢙ؅יז־־מյֿُُ㛻檪מ
؂׵מյ鐍־ֹל־׾צ䋝׀ն䏘㝵ֿ榟׌ך؆ג׿
ֿ׿׆מꮽס❠յ㯸׼־׿אն׌ך؆גז־ם׼־
杯㲔ס敯媲גזד侇עמյ熖ע٭ٛطتكע颯׊׆
 նג׊ױַי䓵ֻ׵יכյדגնג׊ך؆׎ױ

クライアントが、「子供」のシンボルと

の類似点がある記憶と相違点のあ

る記憶を物語る。 
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19F ֹאյ杯㲔ס敯媲ֵֿגזնי׊אյס׆㯸❠յ둎
㶾ס╈յ翹ס╈յי׊אレյ☪յ׾ֵמ׆אյ塶
յ׾ַי׿檄׵יכך٭ٛطتكյע❠㯸ס塶־
 ն׾յ洣י׊אյ׿⮉٭؟ٜؾյؙי׊א
׌ױ׀颯ֿ⛰עמ䏲גז㯸❠ֿ洣סאյכ׾׌ֹא
 ־

子供は、永久には眠り続けないもの

なので、「５歳か６歳」が眠った後に

する経験は何だろう？ 

20C 婠랺☪յ熖ע䏘㝵י׊ءـ؅䥚י״׊׀յ
גֵׅי׎־浓הն蛽ַגֵׅי׎׼յ洣י׊ؓآ
ַն 

クライアントは、私たちがした質問

ではなく、「抱きしめたい」という欲

求に興味を抱く。 

21F י׊אյ☪յֵעגם䏘㝵י׊ءـ؅յג׊ؓآ
ַնי׊אյמֹ׻סא䏘㝵ءـסא׾׌ؓآ؅
 ־׌ךءـם؆לյע

クライアントが注目しているものに

ついていく。 

22C דגյ䏘㝵י׊ءـ؅յ洣י׎׼յ蛽ה浓ַג׎־
־גז־םַי׊韬ゖ؅杼鉮עյ熖ך׿אն׌ך؆
 ն׵

 

23F ءـם؆ל؅杼鉮גז־םַי׊  

24C ׌ךءـַַׇׂ׌նءـַ׊⨣׵יכն舅⮆ֿכ
ն㛡⮆յ熖׌ױ׽敯媲ֿ譌ס侇גז־䇦׵יכ׵י
╈סն繰׌ױ䓙ַכגזדַ׼٧僖ׂ־٧僖ע
׿նֵ׌ך؆גז־櫕׵יכյיז䚉刌檮ֵֿמ
նג׊ױնַֿُُ׌ױ䓙ַכגזד㛤סյ⩕份ע
׊ױ׿ׂי禈ׄ׀䥚מ╈סյ┉促╈յ熖؅肵עُُ
նُُ׌ך׼־ג禈ׄ׀յ熖ֿ嫨י櫕ׇׂׂ׌նג
ֿ┉促╈؅כ׆ג׿ׂי׊ֹא釶ֻ׌ױַיն׊א
䏲յסאյיזױ׈檮敯ֽֿסյ䚉刌檮יֿ׷յי
熖ע蛽ה浓ַיյי׊א洣׌ך؆ג׀ךֿכ׆׾ն
ַג׽׷י׊מ❠㯸ם׈㵸ס׆յ熖ֿյ☪յך׿א
־յ熖ֿ٧僖עءـס׆ն׌ךءـס׆յעءـ
٧僖גזד侇מյֿُُ熖ככءـג׿ׂי׊מ
㯸ם׈㵸ס׆յעءـס׆ն׌ױַי⛍ׂ׻׵י
❠յ☪յ塶ס׆ס㯸❠ס櫕؅ײ蛽ה浓כ׾׎־䓙
 ն׌ױַ

クライアントが話を自分の人生にお

ける重要な出来事に切り替える。 

そして、プロセス上、情報の中で最

も目立つ部分は、今、ここで、彼女

が「ハグ」を「利用しよう」としてい

ること。 

25F ءـַ׊⨣׵יכע׿אնי׊אյעءـסא櫕ײ クライアントを（「ハグしてあげる」と
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؅蛽ה浓׾׀ךֿכ׆׾׎־նי׊אյסءـסא
 ֹ׺׊ךס׾全יז׷׼־׆לע׈׊⨣סא

いう行動( 

33F参照）に誘う前に「優しさ」の

源泉へと誘う。 

26C ُُ׼־ն  

27F ُُ׼־׽גֵסלס  

28C ׼־ُُדגն  

29F ֹאյי׊אյמ׈׊⨣ס׼־ُُסא㛻׷׈׀䎬
 ־׌ױ׽ֵע

クライアントが「言葉を物質化する」

（デイビッド・グローブ）ように誘う。 

30C ַעնُُס⛮յُُס䧗מַגײ釤ֻ׌ױն׿א
ײַ׀㛻כז׺ה׵׽׻⛮סꝴ☔ס俊鵟ע׿אյך
նُ⩞׌׼㍱؅拨⼽־׼յַׂ׼־׿אն׌ךַג
 նמַגײ׌׼؅拨׽⼽ֿزش

このシンボルが、普通とは違うこと

を示す２つの示唆：「普通より大き

い」・「周囲を照す光」 

31F ַׂ־׼⼽㍱؅拨׌׼⩞ն 
俊鵟׽׻㛻ם׀ ֽ夳ס؆׈䧗 ס⼽㍱؅拨סא׌׼
⩞յ⨣؀׆כ׾ׂיז׷ֿ׈׊յ־⛰מ☽יַחמ
  ־׌ױ׽ֵ

 

32C 拨יַחמ⩞׌׼նע׿אյُُעյ舅⮆ס鈐׼־
؅⩞מ熖׷䌩סյֿُُ熖׼־׿אյיז׼׵؅⩞
 նג׿ׂ

 

33F י׊אյֵֽסגם夳׈؆յُُעյ舅⮆ס鈐׼־
אמ䌩סגםֵכגםֵעն䏘㝵גז׼׵؅⩞סא
־塶׾ַיז洣עגםյֵי׊אնג؅ֵׅ׿
塶ַג׊ءـ؅նי׊אյֵסא עגם檄י׿洣
 ־׌ױ׀ךءـ 塶؅־塶סא ׾ַיז

クライアントは 20Cで、「彼女をハ

グしたい」と言っていましたが、彼

女にはそれができるでしょうか？ 

この質問を 21Fで問いかけるので

はなく、クライアントにこの特別なハ

グの本質を理解する時間を与えた

いと思いました。 

34C ַעն  

35F י׊אյֵסאֿגם㯸❠י׊ءـ؅յסא㯸❠ע
洣׾ַיזasյֽסגםֵסא夳גםֵֿ؆׈
 ־׌ױ׀颯ֿ⛰עמ⩞ג׿ׂמ

この質問を問いかけた理由：２つの

シンボルの接点（この場合は「ハ

グ」）を問いかけることが他の変化

への序章となることが多いため。 

36C ⩞׌ױ׽ֵמ׆׆דגעնדג㰆㏇׌ױ׊ն この場合はそうなりませんでし

た・・・ 

37F י׊אյדגֿ⩞סא㰆㏇׀כ׾׌յ׼־׿א⛰ֿ  
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颯־׌ױ׀ֵסא ֿגם檄י׿洣סא ׾㯸❠
 侇ն׾׌ءـ؅

38C ס׆侇僿յס׆塶ס㯸❠ע檪ꢙמ车ך؆ַג׀
؆갔מ־鐍־յ撜鈐עն䏘㝵מ؀׆כסכնُُ׌
אն׌ך؆ַג׀车מ؀׆כ׾侇ַֿُُסאյך
ם׏םն׌ך؆ַג׊؅鎇כ׆׾ַיז׆յ颯י׊
כ־ַם׶׋؆ג׿ױ꞊鵽♀ֿׄ榟מ侇僿ס׆յ׼
䓙ֹ؆׌ךն׵סַֹכյס׆䇗룻סꮽס熖ס鋗䞬
䓙ֹכ־ַם׶׋؆ג׀յ鉮ꦕֿ颯ךס׾狌ֵֿמ
 ն׌ך؆
ֵ׵מ☽ֿכ׆םꄆ釐׾꞊؂מ侇僿ס׆յ׼־׿א
זױ妳畘䶹ㄇ䕛ֿ㡎ס䏲յُُסꢙ⪋ס׆ն׌ױ׽
סי׊㵚מ榟墄סյ䏘㝵עמյ熖י׊אն׌ך؆ג
鞊♳ֿ榟ג׊ױ׿ױն仼╈յ撜ע⚡炘ך׼־גַמ
鞊ש⽛䓦髪؅䷫׼ג׊׆؅颯⛼氦סնֿُُㄇ䕛׌
♳ֿ熖׌ך؆גזֵעמն׼־׿אյ熖עُُ
ַם׊׽ג׊ة٭ئش؅ُ╈յ羜׽ג׎ױ話؅굁מ
ז־ם׊յ舅⮆ֿ嫰䙫ך׿אնג׊ך؆׎ױַׄכ
ֹ׻ֹױ׊ך؆յֿُُ墄׼ג׊׽גׁ׌յ鷐׽ג
׿ׄגזד❠㯸עյ熖׼־דնג׊ױַךה妳䧏ם
؆גַיז靷׵♳鞊׾׌㵚מ⽜סյُُמյ⺱侇ל
 ն׌ך
釱┉⺱؅⮆舅כ侇յُُסאյכյ☪䓙ֹ׼־׿א
٤ِؕذש⽛ն䷫䓦髪؅؆׎ױ׿׊׵־סגַי׊
⛮ס⮆舅עն熖׌ך׼־גז䑒釐ֵֿ׾כ׋؅䚉ء
גסאי׊אնג׊ױ׽䑒釐ֵֿ׾כ׋؅䚉׿אך
 ն׌ך؆ג׊釱┉⺱؅⮆舅כյׂُُ׼אյֽמ״

 

39F י׊אյُُסכ⺱┉釱ֵֿ׀כגזյֵ6עגם
塶յי׊אյ؅׿א䚉׾׋䑒釐ֵֿ׀כגזն׿א
ֿ6塶ס侇מ颯׀כגזדכ׆ג׀յֵעגם⛰ֿ
颯׼ג׿ׂי׀㞐ַֹ׺׊ךסֵעגםյ☪յ⛰
ֿ颯׼ג׿ׂי׀㞐ַֹ׺׊ךס 
 

この質問では、複雑な描写を踏まえ

て、クライアントにワークの方向性を

定めるよう誘っている。 
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40C ☪յכז׺ה꿮ַ׌ױַיն┾车ֿס׵׾ַי׊☽
י׀յ舅⮆ֿ颯ך׿אն׌ך׼־׾ֵֹכץֹ׵מ
培׌ך׼־ַם׼־؂ֿכ׆ַ׊ն 
ע׿אյיזֵֿס׵׾ַי׊车┾כ׿אյי׊א
ֿُُ墄ךכ׆ס׀כגַיׄ־מյ䏘㝵ע檪ꢙמ
אնג׊ך؆׎ױ׽䙫閁ֵֿמך׌յי׊אյיַ
ז车מն檪ꢙג׊ױַי׊鎇؅┩סُُעյ熖ך׿
 ն׌ך؆גַיײꪫ⠠؅סյ䏘㝵י
䏘㝵׽גַר؅⛮סյ䣆؅䭂׽גזյ䥚ג״׊׀
׊ױ׽םׂ◥ױױג׿׼䣆؅䭂מյ熖עն䏘㝵׽
䏘עյ熖מֹ׻ס־㵼㝵ם׈յֿُُ㵸מ־ն澬ג
㝵؅䥚״׊׀禈ׄ׌ך؆גն 
ץյֿُُעص٭قס☔㛻סյ熖עךյ┉亠׼־ד
ױחն׌ױַיז䓙כגז־׻יׂםם墄ך׽כ
 նכ׆גַמ稇┉כյ舅⮆ֿ䏘㝵׽
םׂ׊塜עסד؆յ䏘㝵ֿ墄עך亠┉ֹ׵յי׊א
ז־׊培יַי׀榟מ䏘㝵עն熖׌ױַיז䓙כַ
 ն׌ך؆גז־׊培י׊׀Ꝏ榟כז׵նג

「驚き」は新しい何かが生まれる（創

発される）前兆のことがよくある。 

41F ֵעגםյֽ夳כז׵מ؆׈Ꝏ榟י׊׀培ז־׊
ַי꿮ַמס׵׾׌յ┾车עגםյֵי׊אնג
אնַם׼־؂ֿכ׆ַ׊培י׀յ☪颯י׊אն׾
׾ַיז洣י׿յ檄עגםյֵי׊ 5 塶־ 6 塶מյ
յ5ֿגםյֵי׊אնג׊؅ءـַ׊⨣ 塶־ 6 塶
⨣סא׼־גםյֵ׀כג׊؅ءـַ׊⨣סאյמ
גז׼׵י׊؅ءـַ׊ 5 塶־ 6 塶עյ☪յ⛰ֿ颯
 ֹ׺׊ךס㞐ַ׼ג׿ׂי׀

クライアントが起きて欲しいことが

わからないなら、おそらくは、「5歳

か 6歳」がクライアントが起きて欲

しいことを知っている。 

42C 熖ס☪ס嬼㴔עךյֽׂ׼אյ㵸ם׈㵼㝵ֿ1☔ַ
յֿ☔1סהֹסאն☔2ס╈סאյׂםעךׄד׾
ُ׾ַמ╈ס肵סյ熖ע☔1ֹ׵י׊א6塶նס׆
ُնע׿א׵ךյ䏘㝵ס㷈㕙䢥׎ױ׽ֵעך؆ն 
ס׆ 6 塶յ䏘㝵ע꡸י׀י׽յ榟ַג׀ն䇞םמ׎
 ն׌ך؆ַג׽
؅յס׵׀׬׌墦מ׆׆յֿُُ־כ䚁־כ׈׊⨣
꯽עך杼鉮׌ױַי׊ն׵ךյײַםעמ⛮ֿ׿א
 ն׌ך؆םַג

クライアントが「洞察」についてまと

めている。 

当初、クライアントは「この 6歳」は

生きていたくないと考えていまし

た。今、クライアントは、6歳が「生き

ていたい、幸せになりたい」ことを

知っています。 
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亠┸סُُ׾ַיׄ־מյ墄כ6塶ס׆յי׊א
ֿյ熖׾ַמ╈ס⛮סնם؆א䚉׌ך؆ם׋ն 

43F OKնֵעגםյמֹ׻סא┾车؅ס׵׾׌䐂׊ױ
׽䬠勅ֵֿך׿אնג׊ױ嬼㴔؅䐂ס׆י׊אնג
侇׾ַמ稇┉כי⪑ג׀颯׼־׿אյ׼׿׆ն׌ױ
ꝴַ׈דׂיזכ؅նי׊אյ☪ס敯䛜؅馐ֻױ
יײי縒ֻכֵם־ס㞐ַ׼ג׿ׂי׀յ⛰ֿ颯י
 ն婠랺ַ׈דׂ
☪յ6סא塶עյ蛽ה浓ַג׀նי׊אյ䇞םמ׎
כ6塶גַיזֿגמյ墄ע׿אյי׊אնַג׽
 ־׌ך㛻┓㜂׵י״塛ךךױ׆׆ն׌ױ鷿ַע

 

44C ַעն  

45F OKնעךյך⛮⪑و٭ٜء鎇ֹ׺׊ױ׊ն  

46C ☪עյ墄׽גַיזֿגמյ榟עסגז־םׂג׀
׋ص٭قס׆ն׌ױ䓙ַמֹ׻ַם׶׋ص٭قס׆
ךַגײյُُעסגַיזֿג׊ֹאնַם׶
ג׀浓הյ蛽י׊אնגַיזֿגמ墄עն䏘㝵׌
ך؆׾ַי׿檄עյ䏘㝵׌ךֹאնג׊ױַיזֿ
յע׿׆ն׌ךص٭قס⮯גױע׿׆յ׼־דն׌
墄׾ַיזֿגמ熖יׂםעךص٭قסյ㱦מ־׼
洣׌ךַُُג׽ն 

クライアントが、パーツ間に新たな

区別をつけました。そして、「これ

は、安らかに眠りたいママ」だと発

見しました。 

47F י׊אյ؅׿א湳עמכ׆׾ꪜ䅻מ❫⡁ֵֿױ׽
׾䑒釐ֵֿ׳磝׽⹦מؠ٭յ٠׼־յ䏲י׊אն׌
 նֹ׺׊ך׾׌氧㕙ֿ־⛰
侇ꝴס꞊➟ךյ☪ך׆׆ע塛כַג״䓙ַ׌ױնٍ
 նֹכֿ׽յֵי׿ׂי׊؅ؓؔط٤ٚ

 

所要時間：４０分（通訳時間も含む）



cleanlanguage.com/a-part-wants-me-to-die  James Lawley 

©The Developing Company 2025 All rights reserved 
翻訳：石井ゆかり（Yukari Ishii） 
 

15 

 ٤٘بش؜تؔظס٤䏲٘بشج
ペニー［グループに向けて］: 

ご清聴ありがとうございました。あと数分ありますが、セッションのプロセスについて何か

質問はありますか？ 

 

参加者1:  

はい。質問があります。5歳か6歳のシンボルが登場したとき、着ているものを問いかけた

のはどうしてですか？ 

 

ペニー: 

その質問が、メタファー・ランドスケープの中の「シンボルに形を与える」からです。その「5

歳か6歳」は、ただの（年齢を表す）概念ではありません。（訳註: 5歳か6歳＝シンボルの名

前） 

今いるその子供（5歳か6歳）には何か着ているものがあります。もし子供のシンボルが服

を着ていれば、その服を身につけている体があるはずです。そして、体は何かしらすること

ができます。体は動くからです。これが、私たちが、たまに、子供が身につけているものを

問いかけることがある理由です。また、もし、子供（のシンボル）が身動きが取れなくなって

いたり、隠れていたり、動きたがっていたりする場合があれば、足に注目すると、クライアン

トの助けになるかもしれません。 

 

参加者2: 

これまでに私が見たデモンストレーションと比べると、（今回のデモは）質問を問いかけた

回数が少なかったように見えました。 

 

ペニー: 

いい着眼点ですね。 

クライアントの題材が持つ性質の関係上です。特に、「クライアントに死んでもらいたい、そ

して死ねる」というシンボルが含まれていたのを考慮しました。それで、いつもよりもさら

にスピードを落としました。クライアントの描写には複雑なものが多かったので、私たちは、

クライアントの「5歳か6歳に死にたがるのをやめて欲しい」という望みにもっとも関係して
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いそうな部分を慎重に選びました。 

この話は非常にデリケートな題材です。それに私たちは、ランドスケープの中にある全ての

シンボルを最大限に尊重したいのです。私たちには、セッションがどっち方向に進むべきな

のかが全くわかりません。ですから、プロセス自体のペースにまかせて、プロセスを解きほ

ぐしていきました。 

 

ジェームズ: 

終わる前にひとことだけ。 

このセッションがそうだったように「パーツ」が子供だった場合、そこにたくさんの記憶が関

わっていることがよくあります。私たち誰もが、かつては子供だったからです。 

記憶、それから、たった今クライアントにこの場で起きていることを念頭においてください。

クライアントは、過去と現在の狭間でさまざまに並行しているものを生み出し続けます。 

それでいいんです。多くの興味深い物事は、その中から現れます。 

そして、クライアントが自分の経験について考えていようといまいと、私たちは、セッション

の間中、（その時々）「今、あるがままの」クライアントと「今、あるようにある」シンボル、そ

の両者と作業をします。 

このケースで起きたことのうちで興味深かったのは、誰が誰をハグしたか、誰が誰にハグ

をされたかに象徴されるさまざまな関係性をクライアントが見つけ出したことです。 

終盤までに、クライアントは「母親のパーツは安らかに眠りたがっている」という結論に辿り

ついていました。もしセッションを続けていたら、おそらく私たちは、このパーツが抱く新し

い望むアウトカムとの作業に取り組んだでしょう。私たちに、この新しいアウトカムの登場

を最初から予見することができたでしょうか？ 

こういうセッションは複雑です。5 歳か 6 歳のパーツがありました。それから、7、8 ヶ月の

子供の物語、それから、ある時期にかけての母親の病気の記憶。そして、母親の死。さらに、

クライアント自身の健康問題。 

（セッション中）クライアントは（それらを語ると）同時に、それらを追体験しています。そして、

この全てに反応します。ファシリテーターが複雑さに振り回されないことが重要です。この

全てを解き明かす責任の所在は、クライアントにあります。（ファシリテーターにはありませ

ん） 

ファシリテーターとしての私たちの責任は、創発され解き明かされる必要がある物事が、

創発され解き明かされるように、クライアントをクリーンにファシリテーションすることです。 



cleanlanguage.com/a-part-wants-me-to-die  James Lawley 

©The Developing Company 2025 All rights reserved 
翻訳：石井ゆかり（Yukari Ishii） 
 

17 

私たちの役目は、クライアントがプロセスを進め続けられるように手助けすることです。私

たちには、このセッションの効果を知ることができませんし、クライアントにもまだわかって

いないでしょう。数日、数週間、数ヶ月かけて、よりはっきりすると思います。 

ご清聴ありがとうございました。 

 

 


